
ふれあい、思いやり、そして握手

本 日 第２０５８回 ２０１３年５月２４日(金） No.１９４８

本日のプログラム Today's Program
卓話担当者：例会運営委員会

点 鐘
早朝例会

ロータリーソング「奉仕の理想」
於 良福寺

前 回 第２０５７回 ２０１３年５月１７日（金） 記 録

○斉 唱：｢四つのテスト」
○ゲスト：株式会社Ａｒｃ 代表取締役社長

名古屋名東ＲＣ 梅本 祐樹君
○出席者：会員28名中21名出席 出席率75.00％

前々回補正出席率 ４月26日分85.71％

会長あいさつ 井田 武憲

今の季節、朝夕の寒暖の差が心身ともにひき

しめてくれますし、庭、公園、街路樹、山の木

々、すべての芽吹きが身を包んでくれます。

さて、ロータリークラブには、毎月、月間目

標が設定されています。７月→ロータリーを考

える、８月→会員増強及び拡大、９月→新世代

のため、10月→職業奉仕及び米山奨学、11月→

財団、12月→家族、1月→理解推進、２月→世界

理解、３月→識字率向上、４月→雑誌、５月→

出席奨励、６月→親睦活動とあり、９月と３月

には当クラブ独自のＯＦＤＹ月間として設定さ

れています。これらを考えますと、スケールの

おおきさに驚かされます。内容も、ロータリー

の本質に始まり、世界的な発想、そして各クラ

ブの喚起など多岐な範囲になっています。 こ

れからの目標も、それぞれ各会員の皆さまがど

れほどの関心度を持たれているかにかかってく

るかと思われます。机上の目標ではなく実践的

に対処していくのも一つの方法ではないでしょ

うか。

５月は出席奨励月間です。例会に出席して大

いに親睦を深めたいものです。

幹事報告
・5/30 第14回（現・次期）理事役員会 井田

会長以下１２名出席

・３分間スピーチはありません。

・本日の会合：第5回（現・次期）OFDY委員会

・次回の例会：早朝例会

・例会変更のお知らせ：別紙。

出 席 奨 励 月 間

５月３１日 （金） ６月 ７日 （金） ６月１４日（金） ６月２２日 （土）

例 卓話担当者：丹羽 敏行君 卓話担当者：会員増強 卓話担当者：例会運営委員会 21日振替

会 卓 話 者： 〃 委員会 卓 話 者：唐井 仁一君 夜間例会

予 演 題：｢私の仕事と 卓話者：箕輪 良孝君 演 題：「一年間を振り 於神楽家（名古屋市東区）

定 趣味｣ 演題：「新人会員を迎え 返って」 18:00点鐘

た時は 」

３分間

ｽﾋﾟｰﾁ

－ － － －



ニコボックス
○前回家内の誕生日を祝っていただき。

大竹 薫君

○名古屋名東ＲＣ 梅本 祐樹様ようこそいら

っしゃいました。卓話よろしくお願いいたしま

す。 井田 武憲君、桜井 雅博君

浅野 善吉君、飯田 幸雄君

加藤 清久君、古橋 裕志君、森井 晴生君

○ご心配おかけして申し訳ありません。再起に

ご猶予いただきたいと思います。大竹 薫君

○前回、旭労災病院への要望をお聞かせいただ

いて。 木村玄次郎君

○６０年遷宮出雲大社に行ってきました。

箕輪 良孝君

○次期親睦活動委員会の皆さん、先日はありが

とうございました。おかげ様で有意義な会合と

なりました。 唐井 仁一君

○しばらく御無沙汰して。 加藤 勇夫君

卓 話
株式会社Arc: 梅本 祐樹

「はじめに」

皆様、こんにちは。名古屋名東RCの梅本と申

します。

私の会社は、所謂IT業に携わっており、パソコ

ン用のソフトウェアや携帯・スマホ向けのアプ

リなど、「ソフトウェアのプログラム」を生業

としております。

本日は、その内の「ウェブサイト」について、

ということでお話をさせて頂きたいと思います。

内容としましては、

・最近のウェブサイトの動向等

・他RCの事例や、セキュリティについて

・尾張旭RC様ウェブサイト再構築につい

ての3部に分けた構成で考えております。

少々余談になりますが、インターネットに上が

っている沢山のページについて、その呼び方は

様々で、よく見かける言葉としては「ウェブサ

イト」「ウェブページ」「ホームページ」など

があります。

実はこれらには、それぞれが全く同じものを指

すわけではなく、厳密には若干の違いがありま

す。ただし、完璧な定義があるわけではなく、

また、もともと誤用であった使い方でも、今で

は市民権を得ているものもありますので、細か

い定義のお話は別にしておき、ここではウェブ

ページを「インターネット上に公開されている

文書の1ページ」、ウェブサイトを「ウェブペー

ジのまとまり」として以降のお話を続けさせて

いただきます。

紙の本に例えると、ウェブサイトというのは一

冊の本全体を指し、中のページ一つ一つがウェ

ブページに相当します。

「1部：最近のウェブサイトの動向等」

今から6～7年ほど前から「Web2.0」というキー

ワードが盛んに使われるようになってきました。

この言葉は、もともと「ティム・オライリー」

という方が提唱した単語です。オライリー氏は

コンピュータ関連の書籍出版、ウェブサイト作

成、カンファレンスの開催などを主な業務とし

ている「オライリーメディア」という企業の創

始者で、「フリーソフトウェアとオープンソー

ス運動」という活動の支援者としても有名な方

です。同氏の発言によると、現在の「Web2.0」

という単語の使われ方は正しくないようなので

すが、一般的には「さまざまな情報を融合させ

たインタラクティブ(対話的な)ウェブ」のこと

を指して「Web2.0」とされているようです。2.0

というのだから当然1.0もあるのですが、これは

「Web2.0」という単語が出てきた当時に、そう

でないものを指してあとからつけられた呼称で

す。

具体的には、どうなのかといいますと、「Web1.

0」の時代、ウェブサイトは一方的に情報を発信

し、閲覧者はその情報を受信・閲覧するのみで

した。

これが「Web2.0」の時代になると、ウェブサイ

トは閲覧者側からの情報を受け取り、その情報

をもとにして、動的に発信する情報を変化させ

ます。また、それらの情報をほかの閲覧者と相

互共有することで、インターネット上に一つの

コミュニティを生み出し、それが後の「ソーシ

ャルなメディア」へと繋がってきました。この

ようにして、現在ではtwitterやFacebookをはじ

めとする、相互に情報を発信する新しいメディ

アが形成されているのです。同様に、一般個人

や企業・団体が作成するウェブサイトも時代と

共に進化しています。

一昔前までは、企業や団体のウェブサイトは、

自社の製品情報や広報などを一方的に配信する

のみにとどまっていましたが、現在ではより相

互的な仕組みを提供することで自社のウェブサ

イトの価値を高めています。例えば、BTOパソコ

ンの販売会社であるDellでは、ウェブサイトの

中にチャットをベースとしたカスタマーサポー

トを設置し、購入者がいつでも、気軽にサポー

トを受けられるような体制を整えています。ま

た、RCのような団体では、そのウェブサイトの



中で相互に情報を発信し、蓄積・編集ができる

ような仕組みを多数組み合わせることで、予定

の共有や、簡易的な稟議システムなどを運用し、

時間や場所にとらわれないコラボレーションを

実現しているものも多くあります。

さらには、従来のウェブサイトという枠組みか

ら一歩進んで様々なサービスが提供されており、

Googleが提供する各種サービスはインターネッ

トの利点を最大限に生かした情報共有ツールと

して活用されています。

弊社でも、各自の予定の共有でGoogleカレンダ

ーを活用し、関連する社員同士の予定は常に相

互参照可能なようにしています。また、Google

ドライブという仕組みの中では、様々なデータ

を共有し、リアルタイムに更新した情報を相互

にやり取りすることが可能です。このGoogleド

ライブの中にはMicrosoft OfficeのWordやExcel、

Power Pointに似たものが用意されており、イン

ターネット上で直接これらのソフトウェアを利

用することができるため非常に便利です。反面、

これらのツールを利用することにはリスクも存

在しますが、こちらは第2部で少し触れさせてい

ただくことにして、今は、これらのツールを正

しく利用することで、実生活をより便利で効率

的なものにできる力が、インターネットの世界

には存在するということをお伝えしたいと思い

ます。

2013年現在では、「Web2.0」からさらに進んで

「Web3.0」や「Web4.0」というワードまで登場

していますが、オライリー氏の発言の中に「も

しWeb 3.0が来たなんて話をする人がいたとした

ら、信じない方がいいね」というものがありま

すので、私の話を信じていただくためにも、第1

部はこのあたりでまとめとさせていただきます。

「2部：他RCの事例や、セキュリティについて」

2760地区のRCウェブサイトの掲載状況は、「南

尾張分区：6/7」、「西尾張分区：7/9」、「東

尾張分区：10/11」、「西名古屋分区：10/13」、

「東名古屋分区：10/11」、「東三河分区：9/1

3」、「西三河中分区：9/9」、「三河中分区：9

/9」となっており、全体としては、70/82ですの

で、実に85%以上のロータリークラブがそれぞれ

のウェブサイトを持っています。ただ、皆一様

な内容のウェブサイトというわけではなく、ロ

ータリークラブについての一般的な紹介からク

ラブ内の活動詳細、ウィークリーの掲載などま

で多くの活動を網羅しているウェブサイトもあ

れば、必要最小限の情報発信にとどめているも

のまで様々です。

私の所属する名古屋名東RCは現時点では独自の

ウェブサイトを持っておりませんが、次年度に

向けて現在準備中です。現在、その準備のため

都度協議を行っており、私もその協議の中に参

加しておりますが、「どこまでの情報を掲載す

べきなのか？」「誰に向けて、何を発信すべき

なのか？」など、議論は尽きません。

ウェブサイトに情報を掲載するということは、

全世界に向けて情報を開示することであり、迂

闊な情報を載せてしまうと、思わぬところで大

きな問題となってしまうこともあります。最近

では、twitterやFacebookなど、少し前であればb

logをはじめとするウェブサイトで、誰もが気軽

に自身の情報を発信できる場が数多くあります。

個人のレベルでいえば基本的にこれらのウェブ

サイトの中における発言を閲覧するのは身近な

友人ばかりですが、一方で「見ようと思えばだ

れでも見ることができる情報」であることを忘

れてしまい、軽い気持ちから、反社会的な発言

や、公序良俗に反するような発言をしてしまっ

て、それが何かの拍子で広がり、嵐のような批

判の的となってしまうこともあります。このよ

うな現象を「炎上」と言いますが、インターネ

ット上で発信する情報は常に誰かに見られてい

ることを意識して十分に注意することが必要で

す。しかし、だからと言って畏縮してしまい、

情報の発信が不十分となってしまうのであれば、

それはウェブサイトとしての意味や価値を失い

かねません。

重要なのは、やはり「そのウェブサイトの目的

は何なのか」を十分に考え、過不足のない情報

をわかりやすく、そして誤解の無いように掲載

することではないでしょうか。

ここからは私見ですが、ロータリークラブのウ

ェブサイトについて押さえておくべきポイント

は、

１． 対外的な情報発信

２． クラブ内の様々な活動における情報共有

３． 過去の活動記録やその資料のアーカイブ

(保存)

の3点ではないかと思います。

このうち、2.と3.の情報については、個人情報を

はじめとして、取扱いに注意の必要なデータも

多く含まれることでしょう。シンプルな解決策

は、それらの対外的に公開していくべき情報と、

内部的で公開すべきでないような情報をしっか

りと分類し、後者についてはID/パスワードによ

る認証付きの領域に隔離することで、アクセス

すべき閲覧者のみが参照可能なようにすること

です。つまり、ウェブサイトの構築時点でその

ような情報整理が可能であるようにしっかりと

構成すること、更新の際には、追加する情報を



正しく整理し、しかるべき場所へ記録していく

ことが重要になるわけです。

また、それだけではなく、閲覧する側にも注意

すべき点はあります。内部情報について、ID/パ

スワードにより認証をかけていたとしても、そ

の情報が第三者に漏えいしてしまえば、その秘

匿性が失われてしまいます。例えばEメールです

が、この内容は第三者から絶対に参照されない

ものではありません。このような連絡手段の中

で、ID/パスワードを記述してしまえば、それは

もう「誰かに見られているかもしれない情報」

なのです。インターネット上でやり取りされる

データについては常に「盗聴」されているかも

しれない、ということを念頭に置き、漏えいし

てはいけない情報を不用意に発信しないよう、

心がける必要があります。

しかし、これ以上に怖いのは、メモ書きなどの

「紙」です。パソコンのログイン情報をモニタ

に張り付けている方を多く見かけますが、デジ

タルではなく、こういったアナログな情報から

始まって、最終的に重要なデジタルデータを

「盗難」されてしまうことは、十分に可能性の

あることです。できることなら、メモに頼らず

頭に記憶してしまうことが望ましいですが、現

実的には非常に困難ですし、「忘れてしまう」

リスクも大きいので、やはり、重要なメモは

「管理を徹底」し、容易に情報が漏れてしまわ

ないように気を付けるしかありません。

こういうお話をしてしまうと、インターネット

は「何か怖いもの」のように思われてしまうか

もしれませんが、デジタルの世界であっても、

本質は実生活と同じであり、重要なのは1つ1つ

の行動をしっかりと考えてから行うこと、そし

て、整理整頓を正しく行うことに尽きるのでは

ないでしょうか。

「3部：尾張旭RC様ウェブサイト再構築につい

て」

所謂「IT革命」が巻き起こった2000年代当初、

多くの法人・個人が競ってウェブサイトを制作

・公開しました。当時はウェブサイトを持って

いること、公開していることだけで「満足」で

きる「ステータス」を感じることができる時代

でした。しかし、そのような時代はすでに終わ

りを迎えています。

ではウェブサイトを持っていること、公開して

いることの意味は何でしょうか。

ウェブサイト制作に携わる人なら誰もが知って

いるべきことですが、それは「目的」を持って

制作・運用を続けることです。

例えば民間の営利団体であれば、自社製品・サ

ービスを売り込むための営業ツールとして、例

えば問屋・小売店であれば、取扱商品を販売し

売上を得るためのツールとして制作・運用して

います。

「制作・運用」という単語をお出ししましたが、

このどちらが重要でしょうか。もちろん両方と

も重要なのですが、「運用」の方が「制作」よ

りも難しく、それ故に重要視すべき点になりま

す。

ウェブサイトの制作にあたっては、

① コンテンツの洗い出し

② サイト構成の設計

③ ページ構成の設計、デザイン、コーディ

ング

④ 運用、更新

といった段取りで進めます。

1.～3.については、当然しっかりと考え、良い

ものを作る必要があるため、頭を悩ませますが、

4.の運用保守については、ウェブサイトを開設

してから終了する日まで、ずっと頭を悩ませ続

けなければなりません。

近年では、運用・更新をサポートするプログラ

ムを組み込み、その作業をできる限り多くの人

が、簡単に実行できるようなウェブサイト構築

が主流になってきています。

このような目的で利用されるのが「MovableTyp

e」「Wordpress」等に代表される、所謂「オー

プンソースCMS」と総称されるものです。

これらのCMSの中に「国立情報学研究所」が属す

る情報・システム研究機構により提供される「N

etCommons」と呼ばれるものがあります。

NetCommonsを利用してウェブサイトを構築する

ことにより、運用・更新の作業を、多くの人が、

より簡単に更新できるようになり、また、追加

で提供されるプラグインを利用することで第1部、

第2部で挙げたような、カレンダーの共有をはじ

めとするコラボレーションツールとして利用す

ることも可能になります。

また、認証システムなどと組み合わせて、会員

専用のページを設け、内部の方のみが閲覧すべ

き情報と、多くの方に知っていただきたい情報

とを分離し、一元的に管理することも可能とな

ります。必然的に整理整頓された状態となるた

め、バックアップや過去の情報の蓄積、将来のR

Cのために残すべき情報の整理整頓まで同時に行

えるようになります。

もちろん、これらのシステムを利用してウェブ

サイトを立ち上げるのは、単純なウェブサイト

の立ち上げよりも多くの知識を必要としますが、

その労力に余りある恩恵を得られます。

また、NetCommonsはFreeBSDというライセンスの

下で、無償で利用できるよう提供されているこ

と・国内で信頼のおける機関によって提供され

ていることから、日本の様々なサイトで広く活

用されています。

このようなシステムを利用したウェブサイトを

運用し、第二部で申し上げたようなセキュリテ

ィに注意して、内部にはより便利で、外部には

より積極な情報提供をめざし、ロータリークラ

ブとしての活動に付加価値を与えることができ

れば、そのクラブはインターネットの力を十分

に活かしたロータリークラブであるといえるの

ではないでしょうか。


